




































































































































































































































































































































































































































































（出典：Robert S. Kaplan, David P. Norton, Strategy Maps (Harvard Business School Press,
2004) P4 Figure1-1の図を参考に作成）
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しかしながら、ニューエコノミーの時代、ナレッジという価値にもかげりが出てきた。それは、
ナレッジという暗黙知がコピーされやすいこと、ナレッジ創造にとって重要な企業環境の整備が難
しいことが次第に明らかになってきたこと、ナレッジマネジメントという方法論がクローズドなシ
ステムであることなどが原因である。ナウエコノミーにおいて、ナレッジに代わり求められるもの
は、ウィズダム（wisdom知恵）であろう。知恵とは、高い倫理に基づいて、本質を見抜く力であ
る。地球環境や人類の健全な未来というナウエコノミーにとってのテーマを考えたとき、特にこの
高い倫理を持つことの重要性はクローズアップされる。
秋山鉄工とこの方向性
ナウエコノミーとは見えない価値の時代、その意味でナレッジの時代でもある。しかし、ナレッ
ジには、固定的であるという点と、ビジネスの成功に焦点を合わせすぎるがゆえの、近視眼的とい
う欠点がある。合目的的過ぎるがゆえに、創造性を欠くきらいがあるのだ。ナレッジから、ウィズ
ダムへ、というのは、固定観念とか、偏狭なビジネスの枠内にアイディアを閉じ込めておく、では、
今の超競争経済では勝てないし、人間性中心の経済というテーゼにそむく、という主張に他ならな
い。だからこそ、ナレッジは本質という方向を向くべきだ、あえて、言い換えれば、真理を志向す
べきである。秋山鉄工は驚くべきことに、真理を志向している企業である。物事の本質をとらえて
いる、つまりウィズダム（知恵）をもっている企業である。この事実は、社長の次の一言に凝縮されて
いる。「テクノロジーが急速に変化してもそのベースは不変です。だから、基本を大事にします」。４
「そのベース」とは人間ないし人間力ということである。秋山鉄工は人間を育てる企業であると公言
しており、実際に社員の人間力が競争力の源になっている。５ あわせて注目したいのは、秋山鉄工の
もうひとつのベースが、「84年にもわたって積み重ねてきた膨大な量の失敗（つまりノウハウ）」と
いうくだりだ。６ なぜ失敗したのか、を分析することは、人間というものを分析することに他ならな
い、失敗はヒューマンエラーであるからだ。人間はどういうときに間違えるのか、なぜ間違えるの
か、なにを間違えるのか、どうやって間違えるのか。こうした問題を一つ一つゆるがせにせず、分
析、研究した末に、獲得したもの、それはまさに知恵に他ならないだろう。秋山社長の知恵は、次
の一言に集約されている。「どんなに世の中が変わっても、人間としてやることの基本は変わりませ
ん」。７ そして、変わらない、変わるべきでない人間としてのあり方を仕事を通じて追求し、そのス
テージにたどり着くために精進し、練磨する、これが秋山鉄工の目指すところなのである。秋山鉄
工には、人間の本質を見極めた知恵はあるが、皮相な意味でのナレッジは存在しない。
ナウエコノミーの方向性５：リレーションシップからトラストへ
現代のマーケティングの最も重要なキーワードはリレーションシップ（関係性）である。しかし、
このリレーションシップという言葉も、企業が編み出した耳障りのよい、マーケティング・ツール
でしかない。カスタマーはいまや、口ではリレーションシップを言いながらも、利益第一主義の企
業のマーケティングを見破る力をもっている。ナウエコノミーで求められるのは、見せかけのカス
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タマー・サティスファクションではなく、本当の信頼を顧客と結べるかどうか、ということである。
そして、このナウエコノミーという大競争時代においては、この信頼関係という最も難しく、真実
な関係を顧客との間に築くことが出来る企業こそが、勝利者になりうる。
秋山鉄工とこの方向性
流行のリレーションシップという概念は、顧客との真の関係性を目指す、つまり信頼で結ばれる
ことよりも、企業側からの一方的な売るための仕掛けに過ぎない、そういって過言ではない。秋山
鉄工はこうしたあり方とは正反対である。そして、秋山鉄工がこの点、先進的なのは、顧客との信
頼構築には一体何が必要かを真に理解しているところにある。それは、秋山社長の以下の言葉に集
約されている。「物を造るのは表面上の仕事。本当の仕事、つまり任務は、最大・最高の経営資源で
ある『人間』『立派な社会人』をつくることにあると信じます」。人間づくりであり、立派な社会人
とは、信頼される人間と置き換えられるだろう。信頼される人間を生み出すための方程式、彼の言
葉を借りれば「人を作るための仕様書、規格、図面」も、実はちゃんとある。それは、次の4つを実
行できる人間である。①感謝の念②挨拶③返事④後片付け。そして、信頼を得るためには、企業が
まず存続しなければならない。そのために必要なことは、変化に対応することである。会社案内に
「そうです、私たちは変わっています」とあるように、秋山鉄工は「お客様と時代の要請にあわせ、
常に変化している」企業である。
ナウエコノミーの方向性６：テクノロジーからビジネスモデルへ
産業革命とは技術革新がもたらした社会、経済の大変革のことである。現代における産業革命は
IT革命であり、この技術革新がこれまで想像もできなかったデジタル経済を生み、人々の働き方、
ライフスタイルを劇的に変えた。今後もテクノロジーが新たな時代を切り開いていくだろう。それ
は間違いない。しかし、近年テクノロジーの時代の終焉がささやかれている。たとえば、パソコン
業界の覇者、デルはテクノロジーの本質を見切っていた。テクノロジーの進化のスピードは早いが、
やがてフォロワーが模倣し陳腐化し、低価格になる、テクノロジーを開発したものの先行利益は限
られた期間であると、わかっていたのだ。デルはテクノロジーはやがて模倣され、金で買われ、す
ぐ似たようなテクノロジーも出現することによって、特別なものでなくなってしまうことがわかっ
ていたのである。ナウエコノミーを象徴するのは、テクノロジーの進歩と陳腐化の速さである。今
後もテクノロジーが経済を大きく動かす可能性は否定できないが、企業の競争のポイントは、むし
ろヤフー！にみられるような、ビジネスモデル、つまり儲かる仕組みを確立することになってゆく
だろう。
秋山鉄工とこの方向性
秋山鉄工は、テクノロジーの本質をすでに見破っている。それは、テクノロジーは変化、進化す
るが、それが人間を必ずしも益するとは限らないということである。新しいテクノロジーが登場す
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れば、企業は我先に飛びつき、それを利用して新しいビジネスを企てる。しかし、それは失敗する
ことのほうが多い。なぜならば、テクノロジーの興廃のサイクルはどんどん短くなってきているか
らである。そして、テクノロジーを真に利用するためには、ビジネス、なかんずく製造業の基礎で
ある５Sが出来ていなければだめだからである。整理、整頓、清掃、清潔、しつけ、はビジネスの基
本だ。キレイな環境でこそ、人間は気持ちよく仕事ができるから、まず清掃がよい仕事をするため
には欠かせない。清潔は、食品業に限らず、すべてに通じる心得である。整理整頓ができなければ、
必要なものをすぐに取り出せない、探せない。職場のルールを守らなければ、現場が混乱するだけ
だ。いわば５Sはよい仕事をするための根本であり、これが出来ていない企業は、どんな先進テクノ
ロジーを利用しようとしても、ムダだろう、いや、かえって混乱するだけであろう。５Sの徹底は、
秋山鉄工の十八番でもある。最後にテクノロジーを有効利用するために必要なのは、人間力である。
秋山社長の考えによれば、人間力とは、不変的な基本に基づいた、技能・技術のことである。秋山
鉄工は、84年にわたるトライアルアンドエラーの経験から、機械やテクノロジーといかにつきあう
かのベースを集積してきたのである。結論としては、秋山鉄工は、かつてないスピードでこれから
も変化し続けるテクノロジーに適応できる、数少ない企業だということである。テクノロジーに惑
わされない知恵ももっている、例えば、秋山鉄工が誇る大型工作機械に付帯する設備の中に、三次
元測定器がある。これは新しいテクノロジーを備えた機械であるが、これはたまにしか使われない。
なぜならば、従来の機械を使った従来のやり方のほうが正確だからだ。テクノロジーを見極め、そ
れが本当に使えるかどうか、使いこなせるかどうかを判断し、古いやり方を堅持するというという
選択ができるという能力。この能力がなければ、テクノロジーがますますスピーディに変化するナ
ウエコノミーを、乗り切ることは難しいだろう。ビジネスモデルに言及すると、秋山鉄工は、テク
ノロジーの変遷などに関係なく、わが道を行く。それは、人間性重視という直球のビジネスモデル
である。つまり小ざかしい商売の仕組み＝ビジネスモデル、などはあえて持たないのだ。なぜなら
ば、企業の目的自体がビジネスの成功ではなく、人間を育てることであるからだ。この意味で、こ
の項のナウエコノミーの方向性である、テクノロジーからビジネスモデルなどという枠組みから、
完全にはみ出して、いや超越しているといえるだろう。しかし、このあくまで人間性を重視すると
いう方向性は、ナウエコノミーを最大限に体現しているといえる。
ナウエコノミーの方向性７：ITからヒューマン・スキルへ
ニューエコノミーはまさにIT全盛の時代であった。ナウエコノミーもこの流れを引き継ぐ。しか
し、ITバブル崩壊の教訓は生かされているだろうか。ITバブルの教訓とは、経営とは、人を動かす
とは、機械やコンピューターによるものではなく、人間によるものである、という根本的な真理で
あった。しかし、いまだITが魔法の杖のように思われている節がある。アメリカでは、いま、リー
ダーシップ、経営者能力を持った人材が真剣に求められている。これは、競争が本当の意味での人
材獲得競争に入ったことを示している。コミュニケーション、リーダーシップに代表される、ヒュ
71
驚くべき秋山鉄工
ーマンスキルを持った人材こそが、企業の存続を左右するという当たり前のことが、今またクロー
ズアップされてきた。IT時代のコミュニケーションの主役である、電子メールも、メールの洪水と
いう現実、コミュニケーションとして一面的である不利などが認識されつつある。フェイス・ト
ゥ・フェイスのコミュニケーションの重要さに気づいた企業が、メールを一時的に使用しないとい
う試みもあらわれた。ITの重要性は弱まることはないが、人間本来が持つ、ベーシックな力、コミ
ュニケーション能力やリーダーシップも含めた人間力、つまりヒューマンスキルがいよいよ求めら
れる時代になってきた。
秋山鉄工とこの方向性
ＩＴからヒューマン・スキルへ、というナウエコノミーの方向性こそ、まさに秋山鉄工が誇りを
持って驀進している方向である。秋山鉄工がITからヒューマンスキルへを、まさに地でゆく企業で
あることは、すでに繰り返しみてきた。それは独走といってもいいかもしれない。なぜならば、IT
の本質について、正しい見解をもっている企業家はまれだからだ。ITとは、インフォメーションテ
クノロジーのことで、テクノロジーのひとつ、というよりも欧米ではテクノロジーといえば、ITの
ことをさす。秋山社長がテクノロジーを知悉し、その本質について深い理解があることは、すでに
述べたとおりである。社長はテクノロジーの発展はこれからも永遠に続くとしながらも、人間力を
テクノロジーよりも上に見ている。それは次の一言で言い表されている。「永遠の最先端技術は、人
間の心と能力を高めることだと確信しています」。まさにITよりもヒューマンスキルを重要視してい
るわけである。秋山社長はITそしてインターネットを具体的にどう考えているのだろうか。以下、
秋山社長のブログより抜粋する。
「インターネットは隕石が降って来たのと同じくらいの衝撃だ」と某有名人談。
確かにそういう面もあるんです。でも、使う側から見ると「ホントにそうなんですかあ？」とも
言いたくなるんですねえ。情報って「速さ」と「量」だけだった？
「質」とか「確度」はもっと重要ではないですか？質や確度の低い情報ってゴミみたいなもんでし
ょ？インターネット上やマスコミから流れてくる情報なんか、「巨大なゴミ箱」にしかみえないんだ。
アンテナ張ってゴミ集めてどうするの？道端に落ちているゴミも拾ってくれよな。たとえタレ流し
情報でも、膨大なデータから確かな情報や傾向を拾い出す技術はしっかりある。これは大洪水の中
にあって飲み水を探すことに比べればずっと楽なんですよ。そのやり方を教えて欲しいってぇ？ウ
ン、そう簡単には教えてあげないんだなあ。
私がコンピューターに触り始めて二十年以上。それでも、会社で通信回線につないだのはほんの
数カ月前。もともとつなぎたくないんです。お客さまの強いご要望で止む無くつないだだけ。人力
でいい加減な仕事をやっている所にコンピューターを入れてもうまくいく訳がないよなあ。混乱す
るだけだ。インターネットだっておんなじだよ。決して全部とは言わないけど、本来の仕事とは関
係ないことを多くの人がやりだすんだ。特に中小企業の場合、経営者自身が使えた上で、そのこと
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をしっかり認識してブレーキをかけないと。下手すると職場がインターネットカフェになっちゃう
んだよ。（中略）
IT革命と言っても、あれは電子技術、通信技術の面からの話で、その情報を受け止める人間の側
の技術は何千年も変わってはいない。
人間関係が介在しない情報というのは確度は低いようです。もっと言えば取るに足らない情報の
ようです。（中略） 読み書き算盤（計算）、挨拶、返事、掃除、感謝すること等の基本ができてい
ない子供にコンピューターを教えても害毒にしかなりません。
まさに、IT、インターネットの本質をとらえて余りあるといえよう。ITには、インターネットに
は頼らない企業のあり方の基本は、特にトイレの清掃にはじまる徹底した５S重視にある。そして、
５Sを実行するためには、トイレとともに人間磨きが重要である。社員は常に感謝の念を持ち、挨拶、
返事、後片付けを励行することを、仕事を通じて教えられる。それは社会奉仕の念となり、社会に
も向けられてゆく。こうして練り上げられた人間の力は、小手先のITなど遠く及ぶべくもないパワ
ーを発揮しているのだ。
結語
人間重視の経営を文字通り実現している稀有な企業、秋山鉄工の企業理念と行動について述べて
きた。何が、秋山鉄工を秋山鉄工たらしめているのだろうか。筆者はそれを、秋山社長の人間と経
営の本質に対しての深い理解にあると考えている。それは、不易流行というか、変わるべきものと、
変わるべきでないものに対しての理解、と置き換えてもいい。秋山社長の変わらぬ信念は「どんな
に世の中が変わっても、人間としてやることの基本は変わりません」ということである。しかし、
人の世は常に新しいテクノロジーに振り回されてきた。猫も杓子もIT、インターネットに狂奔し、
ITやインターネットを利用したビジネスができなければ企業ではないといわんばかりだ。実はアメ
リカはすでに、ITがバブルであることを見破り、人間中心の経営にシフトしているのだが、日本は
あいかわらず、ITに振り回されている感が強い。秋山周三社長は、こうした付和雷同的な流行に惑
わされず、ひとり断固とした態度を貫く。これはなにもITに対してだけではない、世の中のことす
べてに対して、皮相な言説やはやりごとに超然とした眼を向ける。それは、ズバリ、秋山鉄工が山
形に位置する企業だからではないだろうか。都会の企業は、どうしても、流行に惑わされ、毒され
る。スピーディな変化に幻惑され、腰が軽くなり、軽挙盲動に走る。そこへ行くと山形は月山に代
表される山があり、雄大な庄内平野があり、河が流れ、美しい海岸線が走る。雪深い地方は、春の
訪れの喜びがひとしおである。常に美しくも厳しい自然と対峙することで、人間本来のあり方を見
失わないのではないだろうか。山形県鶴岡市、そこは人間に対する確かな眼が養われる場所なので
はないだろうか。実際、美しい環境に住むことなしに、環境保護の重要性などがわかるわけがない。
そして、美しい自然が、人間本来の人間性をはぐくむのではないだろうか。そのように考えたとき、
秋山鉄工を秋山鉄工たらしめているものの正体が見えてくるような気がする。
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以上
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１ 野呂一郎　「ナウエコノミー　－新・グローバル経済とは何かー」学文社　2006年
２ アメリカの2003年度のGDPは10兆9，800億ドルで、そのうちサービス部門は68％を占め7兆4，700億ドルに達している。サ
ービス産業が産み出している雇用は1億機会にものぼる。（Fortune2005年2月21日号P10より）
３ 秋山鉄工　会社案内　P６
４ 秋山鉄工　会社案内　P10
５ 秋山鉄工　会社案内　P２
６ 秋山鉄工　会社案内　P２
７ 秋山鉄工　会社案内　P５
